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令和５年度 公正入札調査会議議事概要

開催日及び場所 令和６年 ３月１５日（金） １５：３０～１７：３０

防衛省庁舎Ｅ１棟８階会議室

委 員 会 長 楠 茂樹（上智大学法学部国際関係法学科教授）

会長代理 中村 豪（東京経済大学経済学部教授）

委 員 川尻 恵理子（ハロー法律事務所弁護士）

(五十音順) 木下 誠也（日本大学危機管理学部教授）

五艘 隆志（東京都市大学建築都市デザイン学部都市工学科准教授）

討議対象期間 令和５年４月１日 ～ 令和５年１２月３１日

討議対象件数 １，００５件

１．入札結果の事後的・統計的分析結果について

項 目 建設工事、建設技術業務について

意 見 ・ 質 問 回 答

○ 特になし。

報告事項 特になし。

２．談合疑義案件の処理状況について

項 目 工 事 業 務 談合疑義案件報告数

談合情報 ０ 件 ０ 件 ０ 件

点検結果疑義 ０ 件 ０ 件 ０ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

○ 報告案件なし。

報告事項 特になし。

３．その他

項 目 ⑴ 地方防衛局の入札監視委員会における共通意見・提言等の報告

⑵ 不調・不成立の対応に関する分析・報告について

意 見 ・ 質 問 回 答
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⑴ 地方防衛局の入札監視委員会における共

通意見・提言等の報告

〇 落札率がかなり低い業務があるが、予定 ○ 低入札価格調査対象外の価格競争であり、

価格と業者の応札額に差が出たのは積算の 入札参加者の応札額にばらつきがあった。落

考え方に相違があったのか。 札した者は、現場から近いことやこれまでの

ノウハウで効率的に実施できるとして、低価

格で応札したものである。

○ 低価格入札については、成果品に問題が ○ 低価格入札の案件については、注視してい

ないかをしっかりフォローされたい。 きたい。

⑵ 不調・不成立の対応に関する分析・報告

について

○ 担い手・技術者不足、積算乖離の対策が ○ 他省庁の動向を確認しながら、IT技術の活

重要である。技術者不足については、IT技 用、見積活用の適用を積極的に進めていきた

術を活用し弾力的に対応していく必要があ い。

る。積算乖離については、見積活用を積極

的に適用されたい。

○ 工事に当たっては、スケジュールのみを ○ スケジュールと品質確保を両立しながら進

優先することなく、品質をしっかり確保さ めてまいりたい。最適化事業については、４

れたい。 週８休、４週８閉所を前提にスケジュールを

設定していく。

○ 大型事業が増えて不調不成立が多くなっ ○ 技術者不足対策として、令和５年度はロッ

ているようだが、発注に当たり工夫してい トをある程度大きくして発注している。入札

ることはあるか。 結果、参加状況や建設業界の動向を踏まえバ

ランスよくロットを組んでいきたい。

報告事項 特になし。


